
北海道沼田町 橋本 幸太郎

隊員本人の顔が
分かる写真

環境保全・自然保護

【年 齢】
３１歳

【出身地】
埼玉県 深谷市

【転出元】
茨城県 行方市

【前 職】
製造業

【活動時期】
R３.５～ R６.４

（２年目）

もともと農業関係の仕事をしていたこともあり、より農業
業界に貢献できる仕事をしたいと思っていました。
そんなときに、沼田町で有害鳥獣駆除に関わる地域おこし
協力隊員を募集しているのを知ったのがきっかけで応募し
ました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）jyuumin@town.numata.lg.jp
（電話番号）0164-35-2115 (職場：住民生活課）
【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】

https://m.facebook.com/NumataReactivator/

将来は他の市町村などと連携し、有害鳥獣から町民の生活
を守る仕組みを作りたいです。
そのためには、まず自分も現場を熟知しないといけないと
思っており、技術を身に付けることや農家さんやまちの人
との信頼関係を築く事を大切にしていきます。
また、今いる有害鳥獣駆除の匠たちの技術継承を含め、若
い世代へ広く情報や知識などを広めていく活動をしていき
ます。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●活動の概要
町民や町民の生活を守るフィールドサポー
ターとして活動しています。
狩猟ではなく、あくまでも人や農作物に危
害を加える可能性のある動物を捕獲・駆除
しています。
人間の生活圏と動物の生活圏を分けるのが、
自分の仕事だと思っています。

●一日の活動スケジュール
午前中は、町内各所に設置している罠の見
回りをします。
見回りをしながら罠のエサ交換をしたり、
新しい罠場を探したり、設置箇所の環境に
応じた設置の工夫なども行なっています。
また、捕獲のあった場合は、それらの処理
を行っています。

午後は、主に書類作成を行っており、捕獲
報告書や罠の種類ごとの分布図の作成・更
新等のマッピング作業を行っています。
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